
１０月２０日（月）、阿寒農業協同組合様のご協力のも

と、３年生が阿寒町で栽培されているぶどうの収穫体験

学習を実施しました。天候にも恵まれ、生徒たちは熱心

に作業に取り組み、収穫量は約１トンに達しました。収穫

されたぶどうは池田町のワイン工場へ運ばれ、約１年か

けて「赤いシャッポ」というワインに加工される予定です。

さらに、このワインは生徒たちが成人を迎える２年後に、

記念品として贈呈されるとのことです。この貴重な体験を

通し、地域農業に対する理解を深めることができました。 
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地域と学校の架け橋 
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「絆」はホームページでもご覧いただけます 

11・12 月の主な行事予定 

１１月  

 ７日 体育大会 

１７日 後期中間試験（～１９日） 

２６日 スクールカウンセラー来校⑥ 

     幼稚園交流成果発表会 

１２月 

 ２日 見学旅行（２年）（～５日） 

１２日 スクールカウンセラー来校⑦ 

２３日 生徒主体の全校集会 

２４日 冬季休業(～１月１５日) 

 １０月８日（水）、一日防災の日として、防災に関わる授

業や体験等を一日通して行いました。１～３時間目、１年

生はハザードマップを用いた座学やレスキューキッチン

による豚汁の調理、２，３年生は避難所運営シミュレーシ

ョン「Do はぐ」や津波・地震に関する座学、暗所における

段ボールベッドの体験を行いました。４時間目には阿寒

町行政センターの方々による防災グッズの説明と阿寒町

にお住まいの防災士の方による講話を聞き、午後からは

釧路市西消防署阿寒支署の方々のご協力のもと、避難

訓練と救命講習を実施しました。生徒たちはこれらの活

動に大変刺激を受け、防災に対する意識をより一層向上

させることができたようでした。 

 この度ご協力いただきました阿寒町行政センター様、

阿寒郵便局 竹林様、釧路市社会福祉協議会阿寒支所

様、釧路市西消防署阿寒支署様に、厚く御礼を申し上げ

ます。 

 

１０月１０日（金）に、１,２年生が幼稚園交流学習を行いました。今年度も家庭科、保健体育科、音楽科の３教科が連携

し、「幼児教育についての理解」や「幼児への関心を深め、豊かな心の育成」などを目標とし、教科横断的な体験・探究学

習を展開しました。 

今回は阿寒幼稚園より、園児の皆さんが高校を訪れ、およそ２時間の交流を実施しました。生徒たちは年長、年中、

年少の３班に分かれ、「しっぽとりゲーム」、「リズム遊び」、「じゃんけん列車」、「スライム作り」など、夏休み明けからじっ

くりと時間をかけて趣向を凝らした保育計画を実践しました。１１月には実践の成果発表会を予定しています。 

一 日 防 災 

ぶどう収穫体験 

金融教育授業 

赤ちゃんふれあい体験 

阿寒高校ではホーム

ページに加え YouTube、

Instagramでの発信も行

っています。以下のQR

を読み取り、ぜひご覧く

ださい！ 

 

Instagram YouTube 

１０月２２日（水）１年生「家庭総合」の授業において金融教育授

業を実施しました。 

講師に、阿寒郵便局長の竹林様、ゆうちょ銀行釧路店長の上

田様をお招きし、講義をしていただきました。前半は、竹林様よ

り家計管理や資産運用をテーマとして、上手な家計管理のポイ

ントについてワークを用いて指導していただき、生徒たちは日頃

のお金の使い方を見直す機会となりました。後半は、上田様より

金融トラブルや金融犯罪をテーマとして、若者が巻き込まれや

すいトラブルについて、実際の事例も交えてお話いただき、生徒

たちは危機感を抱きながら話に耳を傾けていました。生徒たち

の経済的自立に向けて、貴重なお話を聞くことができました。竹

林様、上田様、ありがとうございました。 

 

３年生２０名が阿寒幼稚園を訪問し、園児および子育て支援

事業に参加する０～２歳児とその保護者との交流を行いまし

た。挨拶やじゃんけん遊びをした後、高校生と子どもがペアに

なり様々な遊びを通して交流しました。人見知りのお子さんも

おり、関わり方がわからず戸惑う生徒の姿もありましたが、工

作などの遊びをしていく中で少しずつ距離を縮めることができ

ました。最後には、保護者の方へ「子育てで大変なこと」「どの

ような子に育ってほしいか」などを質問し、将来のために子育

てについて考える機会となりました。 

 

http://www.akan.hokkaido-c.ed.jp/

